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説 明 １．経緯、基礎分析等について 

 

 
 

 

 それでは早速、議事に入らせていただきます。本日は「入院・外来医療等の調査・

評価分科会からの報告について」を議題といたします。本日は入院・外来医療等の

調査・評価分科会の山本分科会長代理にお越しいただいております。山本分科会長

代理より、ご報告をお願いいたします。 

 

 

 はい、おはようございます。入院・外来医療等の調査・評価分科会におきまして

は、12 月の 21 日と、それから本年の１月４日にこの賃上げに関わる技術的な課題

を検討してまいりました。今日は、その資料「診－１」と「診－２」として分科会

の資料をお示し申し上げます。 
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 まず最初に「診－１」から説明をさせていただきます。 

  

 これは 12月 21日の分科会の資料でございます。 

 

 この「診－１」のまず１ページ目から８ページ目までは、これまでの経緯をお示

ししてございますので、これ、ずっと流していただいて、 
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 ９ページ目ですが、ここが、上が令和４年度改定における大臣折衝事項で、 

  

 下が、今回の令和６年度改定における大臣折衝事項を示しています。 

 

 この令和６年度改定における大臣折衝事項の中の主に米の２にございます。 

 

 「看護職員、病院薬剤師その他の医療関係職種」について、「令和６年度にベア＋

2.5％、令和７年度にベア＋2.0％を実施していくための特例的な対応 ＋0.61％」に

ついて議論をしてきたところでございます。 
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 次に、10ページ目が今回、分科会での議論の進め方でございます。 
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 11ページ目以降に、この賃上げに関わる基礎的なデータをずーっとお示ししてい

ます。 
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 12ページ目以降が診療報酬点数の構造について、ずっと示しておりまして、  

  

 19ページに飛んでいただけますでしょうか。 
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 19ページからは基礎資料として、19ページと 20ページですが、 
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 医療機関等における職種別常勤換算従事者数をお示ししているところでござい

ます。 
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 次に、21ページ目ですが、 

 

これは入院料別に病棟の看護職員、それから看護補助者の職員数を示しています。 
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 続いて、22、23ページですけれども、 

  

 １ベッド当たりの医療関係職種の常勤換算職員数。 

  

 22ページは、ほぼ全ての医療関係職種。 
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 それから、23ページは、 

 

22 ページから医師あるいは看護師などを除いたセラピストあるいは技師などの

分布を示しておりますが、 

  

 どちらもご覧のとおり、非常に医療機関によってさまざまであるということ。 

 

 １ベッド当たりの人数でございますので、非常にばらつきがあるということが 

おわかりいただけます。 
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 続いて 24から 29は、今度はこれを入院料別にお示ししております。 

 

 24 ページは急性期一般１から、ずっと 29 ページまで入院料別にお示しをしてい

るところでございます。 
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 続いて 30ページでございますが、 

 

30 ページから 35 ページは入院料別の病棟の平均職員数というのをお示ししてい

ます。 

 

 今度、次、36ページまで飛んでいただきますが、 
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 36ページは、今度は訪問看護における１事業所当たりの常勤換算の職員数の分布

をお示ししてございます。 
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 続いて 38ページ。 

  

 入院料の月別の算定回数のばらつきをお示ししているところでございます。 

  

 かなりばらつきがあるということに留意が必要ということでございます。 
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 続いて、39ページは外来の月別の算定回数のばらつきということであります。 
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22 

 

説 明 ２．試行的なシミュレーションについて 

 

  

  

 40 ページ以降に、この試行的なシミュレーションについて、行っておりますが、 

  

 ここからは１月４日の入院外来分科会での資料をお示ししたいと思いますので、 

  

 「診－２」をお開きいただけますでしょうか。 
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 「診－２」が１月４日の分科会での資料でございます。 
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 まず６ページ目が、これが 12月 21日の分科会での委員からの意見でございます。 
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 続いて８ページ目ですが、これはまた、８ページ目は、 

 

どのような議論を行ったかというところでございます。 

  

  

http://chuikyo.news/
http://chuikyo.news/


 

 

Copyright © 2019 http://chuikyo.news   All Rights Reserved 

 

26 

 

  

  

 それから、11ページ目からでございますが、11ページに飛んでいただけますでし

ょうか。 

 

 ここで分科会においてですね、 

 

病院類型別の職員の配置状況の分布の分析も必要ではないかというような意見

がございましたので、 

 

それに基づいたデータを示してございます。 
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 12ページ目は、例えば救命救急入院料届出病院における職員の配置数など、 

  

 ずっとそれが 26ページまで続きます。 
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 ずっと飛んでいただいて 28 ページでございますが、ここからシミュレーション

に入ってまいります。 

 

 前提としてはですね、 

  

 診療報酬プラス 0.61％での対応が想定される賃上げの 

 

対象職種、それから、 

賃上げ率、 

使用するデータ 

  

 などについて、ここにまとめてございます。 
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 29ページ目は、この賃上げの点数の設定の流れについて示してございます。 

 

 まず左側の①。まず初・再診料の点数を設計する。  

 続いて、訪問診療料の点数を設計し、  

 そして、最後に入院基本料の点数を設計する。 

  

 というような順番で設定することを想定しているというところでございます。 
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 30 ページ目以降が医科診療所および歯科診療所のシミュレーションであります。 
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 33ページをご覧いただけますでしょうか。 

 

 33ページが初・再診料等、あるいは、訪問診療等における賃上げに必要な点数に

ついての分布を示しております。 

 

 例えば、左の上、33ページの左の上は、この初診料等の賃上げに必要な点数の 

分布ということを示しています。 

 

 中央値が６点でございますが、このグラフの右の端にやはりポンと飛び抜けた、

点数がたくさん必要な医療機関が存在するというようなことがわかります。 
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 続いて 34ページでございますが、 

  

 先ほどの 33ページのシミュレーションに基づいて、それぞれの中央値の点数 

を設定した場合に、どのようにその賃金の増率がどのように分布するかというのを 

お示ししてございます。 

 

 中央値 2.5％にはなりますが、左の端のほう 0.5％未満のグループと、それから、

ずっと右の端ですね、10％を超える医療機関が存在するところ。 

 

山にはなるものの両端に飛び出しているところがあるということがおわかりい

ただけます。 
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 35ページ目以降に関しては、この賃金増率の特に低いところ。 

 

先ほどのグラフで言うと左、34ページ目でいうと左のほう、 

 

34ページ目の左のほうにポコッと出てる、この飛び出した部分についての分析を

してございます。 
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 それから、36ページ目に関しては、一方、今度は右端。 

 

賃金増率が 15％を超える 23 施設について、どんなふうになってるかということ

でございます。 

 

 35 ページのほうの、この賃金増率が低い医療機関の分析という点では、例えば、

透析をやってるところとか、クリニックとかそういうところが上がってまいります

し、 

  

 36ページの賃金増率が高いところに関しては、対象となる常勤職員数が極端に 

少ないとか、いうことが見て取れるというふうに思います。 
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 続いて 37 ページ目からは歯科診療所でございまして、これも医科と同じように

シミュレーションしてございます。 

 

 結果はご覧のとおりでございまして、 
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 38 ページ目の左の上は初診料に乗っける場合の賃上げ必要点数の分布をお示し

してございます。 
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 それから、39ページ目は中央値の必要点数として、初・再診料に上乗せした場合

の賃金増率の分布と分析というのを行っておりますが、 

  

 やはり医科と同じように左の端と右の端にピョコピョコと飛び出しが出てくる

というところでございまして、 
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 40ページ目には賃金増率が低い、極端に低いところと高いところ、極端に高いと

ころについて、どのような医療機関かということがお示ししているところでござい

ます。 
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 続いて 42ページからが病院でございます。 

 

 病院においてはですね、 

 

入院料等に一律の点数を設定する場合と、それから 

点数を複数に分けて病院ごとに設定する場合の 

 

２パターンでのシミュレーションを実施しているところでございます。 
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 43ページ目。 

 

 これは仮に一律に点数を設定する場合にはどのような点数設定が必要かという

のが、43ページの左のグラフでございまして、 

  

 これはご覧のように、やはり右の端のほうに非常にピョコッと飛び出してるとこ

ろがあるというところでございます。 

 

 この中央値を仮に乗っけた場合に賃金増率がどのように分布するかというのが

この右側のグラフでございまして、なかなか収束させるのは難しいということがお

わかりいただけるかと思います。 
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 44ページは、この賃上げに必要な点数が高くなる医療機関の分析。 
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 それから、45ページは一方で、同じ点数を乗っけると賃金増率が高い医療機関の

分析というところをお示ししているところでございます。 

 

 賃上げ必要点数が高くなる医療機関については、この入院基本料等の算定回数が

少ない傾向があると。 

  

 一方で、賃金増率が高い医療機関に関して見ると、どうも精神科病院が多い傾向

にあるというようなことでございます。 
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 続いて 46ページ、47ページに関しては、 

  

 病院類型ごとにシミュレーションをしてございますが、 
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 これ、ずっと見ていただくとおわかりのように、 

 

どの場合でも非常にばらつきが大きいということがわかるかと思います。 

  

  

http://chuikyo.news/
http://chuikyo.news/


 

 

Copyright © 2019 http://chuikyo.news   All Rights Reserved 

 

45 

 

  

  

 48ページ目はですね、今度は一律ではなくて、 

 

例えば、その賃上げ必要点数を５区分、５つのグループに分けて乗っけた場合は

どうなるかというシミュレーションでございます。 

 

 左側が必要点数を、ここにあるような上の表の薄いピンク色で塗ってあるような

５つの点数で乗っけるとですね、 

 

右側の、48ページ右側のグラフでございますが、賃金増率の分布というのがかな

り真ん中にギュッと寄ってくるということがわかります。 

 

 ただ、それでもやはり裾野の部分、48ページ右のグラフですが、裾野の部分で 

ばらついてくると。 

  

 過不足が出てくるということがわかります。 
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 続きまして、49ページですね。 

 

 ここはですね、賃上げに必要な点数を１点から 150点に分けると。 

  

 令和４年の改定で看護師の賃上げのための処遇改善のために行ったと同じよう

な手法で１点から 150点に分けて細かく乗っけるとどうなるかというところでござ

いまして、 

  

 それの結果が賃金増率の分布、49 ページの右側のグラフでありますが、綺麗に、

この中央値 2.3％というところに収斂するということが、収束するということがお

わかりいただけます。 
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 50ページにおきましては、この一律に評価する場合と、  

 それから、点数を複数に分けて評価する場合について、それぞれの論点を示して

おりますが、 

  

 一律の評価のほうがもちろん制度設計は単純で医療機関の事務負担は小さくな

りますが、 

 

一方で、やはり過不足のばらつきが大きくなるということがございます。 

 

消費税の補てんと同じような問題が出てくる可能性があるということが議論を

いたしました。 
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 それから、一方で点数を複数に分けて病院ごとに評価すると、 

 

先ほど示したように、１から 150点というふうな、細かくやるとですね、過不足

のばらつきは最小限に抑えられますが、 

 

一方で、医療機関の事務負担が大きくなることが想定されるのではないかという

ことでありますが、 

 

先ほどの５つの区分に分けるのと 150に分けるのでは、どちらも変わらないとい

うような、 

  

 それから、看護師の職員の、看護職員のときの処遇改善でやったような計算式を

提供することで医療機関の事務負担の軽減も図れるのではないかというようなこ

とは議論したところでございます。 
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 52 ページからは訪問看護ステーションにおけるシミュレーションでございます。 
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 54ページ目は参考としてですね、 

 

訪問看護における１利用者あたりの訪問日数の分布をお示ししてございます。 
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 そして、55ページは訪問看護基本療養費等の増額を想定した賃上げに必要な金額。 

  

 それから、賃金増率の分布をお示ししているところでございます。 
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 そして、56ページ目。 

 

 これは訪問看護管理療養費の増額を想定した賃上げに必要な金額。 

  

 それから、下のほうが賃金増率の分布をお示ししています。 
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 57ページ目は、この課題と論点がまとめられておりまして、 

 

それぞれに議論を行っているというところでございます。 

 

 そして、分科会の資料の説明は以上でございます。 
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説 明 ３．分科会における主な意見について 

 

 

 

 続いて「診－３」をお開きいただけますでしょうか。 

 

 「診－３」は医療機関等における職員の賃上げについて、この「入院・外来医療

等の調査・評価分科会における議論等」とある資料を用いて、分科会における議論

の報告をさせていただきます。 
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 ２ページ目以降が分科会における主な意見でございます。 
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 ３ページ目は、これは基礎的なデータの分析についての意見。 
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 そして、４ページ目に、先ほどの「診－２」でご説明したシミュレーションにつ

いての意見をまとめているところでございます。 

 

 外来については簡素な制度設計が必要ではないかということ。 

  

 それから、診療所についてはですね、やはり賃上げ必要点数において１点以下と

30点以上の施設が多くあって、一律な評価には一定の慎重な検討が必要ではないか

と。 

 

 それから、先ほどお示ししましたように、透析あるいは内視鏡といった、この初・

再診料による収益が多くない施設に対する対応も検討が必要ではないかというこ

と。 

  

 それから、病院につきましては、やはり一律に設定すると、もうどうしても過不

足が生じてしまうので、ここはやはりきめ細やかな対応をすべきではないかという

ようなところが分科会での意見でございました。 
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 分科会からの説明は以上でございます。 

 

 なお、事務局から追加的な分析が示されておりますので、こちらは事務局から 

説明をお願い申し上げます。以上です。 

  

 

 はい、ありがとうございました。それでは、事務局から、続きまして追加的な分

析について、ご説明をお願いいたします。 
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説 明 ４，歯科の追加的な分析について 

 

 

 

 

 はい。事務局、歯科医療管理官でございます。歯科診療所の職員に関するシミュ

レーションにつきまして、１月４日の分科会後、関係数値を精査し、対象職種に 

歯科業務補助者を追加して分析を行いましたので、ご報告をさせていただきます。 

  

 ７ページ目ですけれども、こちらが今回、追加的なシミュレーションで行った 

シミュレーションの方法であり、こちらは「診－２」の 37ページと変更はございま

せん。 
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 ８ページ目ですけれども、今回、追加の資料として歯科診療所の職員数に関する

データをお示ししております。 

 

 歯科業務補助者は約７万人が歯科診療所で業務に従事しているという状況で 

ございます。 
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 そして、９ページ目から 12ページ目が、「診－２」では 38ページからに相当する

分析の、改めて分析を行った結果となっております。 

 

 対象職種に歯科業務補助者を追加して数が増えたことによって賃上げに必要な

初診料、それから、歯科訪問診療料の必要な点数の初診料のほう、 

  

 それから、訪問診療料１のほうにつきましては、少し点数は上がっておりますけ

れども、 
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 その次、10ページの歯科診療所における賃金増率のシミュレーションにつきまし

ては、その分布には大きな変更はございません。 
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 それから、11ページ目、12ページ目につきましても、 
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少し対象職種が増えたことによって、数は変わっておりますけれども、 

 

 傾向としては変わりはございません。 

 

 事務局からのご説明は以上でございます。 

  

 

 はい、どうもありがとうございました。 

  

  

http://chuikyo.news/
http://chuikyo.news/

